











や 全 米 高 校 体 育 連 盟（NFHS） な ど が 中
心に競技中の外傷発生状況を記録・管理





































































































































40% 程度としている［23, 24］。また 2000 年
5 月に実施されたルール変更によってアタッ
クへの時間が 30 秒から 24 秒へ、さらにバッ
クコートでの滞在時間が 10 秒から 8 秒へ短





 Table1 についてまとめると、6 つの先行研
究のうち 4 つにおいて Vertical jump、3 つ












T-test, Chest pass, Suicide run）とし、2016-




　Powell & Barber-Foss［27］ ら は、1995-






























































20m スプリント、Agility T-test, Chest pass, 
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